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〈はじめに〉
　少産化の傾向にある現代、一家庭で育成していく児
の数は減回し、児の存在は両親及び、その周囲の者に
とって極めて大きなものとなっている。そのため、児
の誕生には大きな期待と希望がかけられている。しか
し、実際の分娩・育児を身近に経験する機会が少ない
ことから、反面、数多くの不安をももっている。
　情報化社会である今日では、分娩・育児に関して様
々な情報は流れているが、逆にその情報の多さにとま
どう状態であるといえよう。
　そこで、当病棟では妊産褥婦への正しい情報の指標
を示すため、又、それを指導する側も統一した指導を
行うため、昨年、一昨年と研究を重ね現在のテキスト
を作成使用するに至った。
　さらに今回は、このテキストが実際に妊産褥婦のニ
ードにかなっているか、否かを知り得るため、又、反
省点を豪い出すため、アンケート調査を実施した。
＜調査方法＞
1　期間　昭和62年8月10日～10月31日まで
皿　対象妊娠中より、テキストを使用しており、当
　　　　　院で分娩した褥婦
皿　方法　質問紙法によるアンケート調査
　　　　　質問紙は、テキストに関する質問5項目と
　　　　　母親学級・保健指導室の利用状況に関する
　　　　　項目で構成されている。
　　　　　回収は、退院者への郵送によるものと入院
　　　　　中の方への直接回収によるものとした。
〈結果〉
　アンケート調査において対象者数は、期間中分娩件
数320人中234人であり、テキストの普及率は73．1％
であった。回収率は郵送分で150人中46人（30．7％）
直接回収で84人中84人（100％）であった。
　アンケートの総数は130であるが、結果については
重複解答が多いため100％を越えるものもある。
　まず、テキストの感想としては（図1参照）工夫さ
れていて読
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てほしかった等の意見もあった。eの文章がむずかし
かった、については回答数0の為、文章的には問題な
かったのではないかと考える。
　次に、図∬に移る。テキストの項目で、1）興味を
ひいたもの、2）もっとくわしく知りたいもの、3）
わかりにくい項目はどれか、の3点についてみてみる
と、1）については回答数89山中、16のお産の経過と
すごし方、呼吸法が圧到的に多く、72名（56．2％）で
あった。次いで、分娩の微候、入院準備となっている。
　2）についても、分娩の経過とすごし方、呼吸法が
多く19名（21．3％）であり、赤ちゃんの生理が21名
（23，5％）と続く。
　3）については、1）2）とひき続き、分娩の経過
とすごし方呼吸法、が19．5％と多く、次いで、分娩の
兆候、が14．6％と多かった。
　これらにより、やはり分娩についての関心が強いこ
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1．分娩予定日
2．妊娠のあらまし
3．妊娠中の過し方
4．つわり
5．便　秘
6．流早産の予防
7．乳房の手入れ
8．妊婦の栄養
9．貧　血
10．妊娠中毒症
11．塩分・水分
12．妊婦体操
13．赤ちゃんの準備
14．入院準備
15．分娩の兆候
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17．赤ちゃんの生理
18．赤ちゃんの環境
19．授乳
20．調　乳
赤ちゃんのお風呂
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とがうかがえた。
　上記の意見と母親学級とのかかわりについてくわし
く知る為、下記の通り検討した。　（母親学級の詳細は
表1参照）
一回目 ガイダンス　　　妊娠の成立
（妊娠15週 （妊娠について）　妊娠初期・中期の
まで） 注意点
二回目 妊婦の栄養と　　お産の経過
（妊娠27週 貧血　　妊婦体操・ラマー
まで） 妊娠中毒症　　　　　　ズ法の呼吸
三回目 入院の準備　　　育児
（妊娠28週 入院の時期　　　産褥
以後） 赤ちゃんの準備
四回目 妊婦体操　　　　　病棟案内
（妊娠28週 ラマーズ法の呼吸　グループディス
以後） と補助動作の実際　　　カッション
表1　当院母親学級の授業内容
　①興味を引いた項目で、お産の経過とすごし方、呼
吸音、と回答した中で、実際自宅で呼吸法の練習をし
た人はいるか。
　②もっと知りたかった項目の中で、お産の経過とす
ごし方、呼吸法、と回答した中で、母親学級の四回目
を受講した人はどれくらいか。
　③もっと知りたかった項目で、分娩の兆候、と回答
した中で、母親学級の三回目を受講した人はどれくら
いか。の、三点であった。
　その結果としては、
　①練習した者は、71人中58人おり（81．7％）、その
ほとんどが初産婦であった。
②母親学級の受講者は、71人中58人と、全体の約号
を占め、初産婦と経産婦を比較してみると、3：1の
比であった。
　③興味をひいたというにもかかわらず、受講者は43
人中18人と、受講していない者が多かった。
　さらに詳しく知りたかった内容で「分娩に関するこ
と」次いで「育児に関すること」が多くあげられた。
育児経験との関係についても検討した。
　その結果、2）で児の生理についてと回答した中で、
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兄弟・友人等の赤ちゃんの世話をしたことがある人は
7人、世話をしたことがない人は15人おり、世話をし
たことがない人のうち初産婦は13人であった。
　次にわからなかったことをどのように補ったかにつ
いて（図皿参照）、一番多い回答を得たのが、Ct他の
育児書を読んで”であり、全体の50人（38．5％）であ
った。次いでtt外来保健指導室で”“家人、友人、知
人に聞いて”　tt母親学級で”の順に多く、皆、何らか
の形でわからない部分を補っていることが明らかにな
った。また、少数ながらも“そのままにした”と答え
たものが4人（3％）いた。
　次にテキスト以外に見たものについては（図1V参照）
114名が育児雑誌及び育児書を読んでおり、全体の70
％を占めていた。この中でも、2冊以上を併用してい
る人が多かった。
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　次に、テキストを読んで、または、母親学級を受け
て出産・育児に対しての不安はなくなったかどうかに
ついては（図V参照）、全体の過半数が“一部分なく
なった”であり、ttハイ”は41名（33．1％）、　Ctイイエ”
が14名（11．3％）であった。不安の内容としては、
“実際にやってみないとわからない”（t陣痛がどれく
らい痛いのかわからない”“無事出産できるか”等、
分娩に対する不安と“無事育ってくれるか”t｛奇形は
ないか”“五体満足で生まれるか”等、児に対する不
安が多くみられた。少数ではあるが育児に対する具体
的な不安もみられた。ほとんどが出産という未知に関
　母親学級の受講については、93名が受講しており、
受講していない者が37名であった。受講しない理由と
しては、経産婦で前回受講していたが3分の1を示め
次いで、“忙しかった”　tt仕事の為”が多かった。
　今後、テキストに加えて欲しい内容をまとめると、
多いものでは、生後1カ月までの発育段階、赤ちゃん
の病気、等の児に関することや、季節による入院準備
品のちがい、又、当院で分娩したものの体験談、及び
Q＆A式で多く出た質問を取り上げて欲しい、等が多
かった。少数では、妊娠中から育児までの夫の心がま
え、看護者側からの意見が加わると、おもしろくなる
のではないか、OAが胎児に及ぼす影響を研究して欲
しい、妊娠のあらましをもう少しくわしく知りたい等
の意見が聞かれた。
〈考察〉
　今回の調査により、テキスト使用者の様々な意見・
感想を知り得る事ができた。それとともに、我々指導
する側のテキスト活用による指導のあり方を考える事
ができた。
　今まで我々は、テキストの中でも特に妊娠中毒症や
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貧血等の、異常の予防の項目に力を入れてきた。その
結果確かに重症の妊娠中毒症、貧血は減少している。
しかし、テキストを使用する者にとっては、目に見え
ない異常の予防より、実際、自分自身が体験しなけれ
ばならない、tt分娩・育児”の項目に興味をもってお
り、テキストの視点に多少の違いがあったと考えられ
る。特に今回のアンケートは、褥婦を対象にしている
為、印象の強い分娩、現在直面している育児について
がクローズアップされてしまったともいえる。同アン
ケートを妊婦に実施すれば又、違った結果も得られる
だろう。
　テキストの内容自体については、二半明瞭でわかり
易かった、という意見が多かったが、もっとくわしく
知りたい、読んだだけでは実際できるかどうか不安で
ある、といった意見もあり、一部具体性に欠けていた
部分もあったのではないだろうか。実際、呼吸法では
絵と簡単な説明だけでは、1人で実施しにくいともい
える。
　多くの質問に関しては、Q＆A形式による例を内容
にもり込んでも、理解しやすいと考えられるが、その
質問自体も幅広く、すべての質問に答えていく事は、
紙面上難しいであろう。そこに不偏性のテキストの限
界がある。そこで我々1人1人が、実際に個別性のあ
る言葉・行動での指導が必要となってくるのではない
だろうか。結果にもあるように、すべてのテキスト使
用者が内容を理解し、不安がなくなるとはいえず、心
理学事典（平凡社）にも述べられているように、未知
のものに対する不安は常にあると考えていいであろう。
　テキスト内容の改良と同時に、我々の指導内容も、
改めて考え直す必要があるだろう。
〈おわりに〉
　アンケート調査を試みて、テキストの利点と欠点を
知ることができたとともに、妊産褥婦のニードを知る
事もできた。
　しかし、テキストは妊産褥婦のニードに答える方法
の一つであり、それがすべてとはなりえない。
　今回はテキストのみを検討し、内容の改善充実をは
かることにつとめてきたが、さらに我々指導者が妊産
褥婦と常にかかわりをもち、ニードに答えていくこと
も必要であろう。そのためには、母親学級、退院指導
といった集団指導とともに、保健指導室や様々な場面
においての、個別指導の充実に努めて行かなければな
らない。
　さらに、指導側の向上と、対象のニードを理解し、
指導の技術の向上に努めていく必要がある。
　この研究にあたり御協力下さいました皆様に感謝致
します。
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現在使用しているテキストの内容をさらに充実させるため、アンケ　トを
行なっています。皆さんの御意見をお聞かせ下さい。
（当院〃）輝親学級のテキストです〉
：L　　テキストについて、あてはまるものに○印をつけて．ドさい。
内容は？ ?囀蜉ﾄ禦実欝しか。た．
　　　：：袈；謡総跡嬰つた・
　　　1：拳辮しかった’　　，
2テキストの内容について下記の番号から選んで下さい。
1．分娩予定日　　　　10．妊娠中毒症
2．妊娠のあらまし　　11．塩分・水分
3．妊娠中の過ごし方　12．妊婦体操
4，つわり　　　　　ユ3．赤ちゃんの準備
5．便秘　　　　　　　14．入院準備
6．流早産の予防　　　15，分娩の兆候
7．乳房の手入れ　　　16、お産の経過と過
8．妊婦の栄養　　　　こし方、呼吸法
9．貧血　　　　　　　17．赤ちゃんの生理
18．赤ちfeんの環境
19．授乳
20．調乳
21．赤ちゃんのお風呂
22．産褥
23．家族計画
24．産褥体操
25e産褥の異常
①　貴方の興味をひいた項目はどれですか？
　　　　　　　　　　（3つ選んで、理由もお聞かせ下さい）
　（　　）理由
②テキストを読んで、もっとしく知りたかった項目はどれですか？
　　　　　　　　　　　　　　　（幾つでも結構です〉
　（　　　　　　　　　　　　　　　　）
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③　テキストを読んで、わかりにくい項目はどれですか？
　　　　（．
④わからなかったところをどのように補いましたか？
a．母親学級で…
b．外来保険指導室で…
c．他の育児書を読んで…
d．家人・友人・知人に利いて…
）
e．保健所に行って…
f．病院に電話をいれて…
g．そのままである…
h．その他（　　　　　）
⑤　テキスト以外に参考として見たものは何ですか？
a．なし
b．育児欝　（
c．育児雑誌（
d．その他　（
4．テキストを読んで、実際に自分で行なったものはどれですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（幾つでも結構です〉
a，妊娠中、食事に注意するよう心がけた。
b．妊娠中、呼吸法を練習した．
c．妊娠中、妊婦体操を行った．
d．妊娠中、乳房の手入れを行った。
e．出産後、産褥体操を行った。
f．沐浴を実際に行った。
g．その他（
5．テキストを読んで、または母親学級を受けて出産・育児全般に
　　　対しての不安はなくなりましたか？
6
7　．
a．ハイ　b．イイエ　c、一部分なくなった
①b．cの方へ…
　　　　（
どのような不安が残りましたか？
今後、テキストに加えて欲しい内容（知りたい内容）がありま
したらお書き下さい．
　　　（
　妊娠中に仕事をもっていましたか？
a　ハイ　　　b．イイエ
　①aの方へ　　1（　　）週まで働いていた．
　　　　　　　2現在も続けている．
）
）
）
8　．
9
］一　o
］一　ユ
　退院先はどこですか？
a　実家　　　　b．自宅
d　兄弟の家　　etその他（
c．夫の家
　　　）
退院後、お手伝いをしてくれる人はいましたか？
a　ハイ　　b．イイエ
①aの方へ　　どなたですか？
　1夫　　　2実母　　　3夫の母　　　4姉妹
　5家政婦、またはお手伝いさん　　　6その他（ ）
　知人、姉妹（兄弟）の赤ちゃんの面倒をみたことがありますか？
a．ハイ　　どのようなことをしましたか？
　　　　　　　（
b．イイエ
　保健指導室を利用しましたか？
a．ハイ　　b．イイエ
　①aの方へ　　誰に勧められましたか？
　　1外来助産婦　　　2医師
　5母親学級、または自分からすすんで　4その他（
■2．　母親学級を受講しましたか？
　　　　　a．ハイ　　b．イイエ
　　　　　　①aの方へ　　4回の母親学級のうち（　　）回受講した。
　　　　　　　　受講したのは　a．」．回目　　b．2回目
　　　　　　　　　　　　　　　c．3回目　　d．4回目
1　3　．
1　4
②bの方へ 受講できなかった理由は何ですか？
1忙しかった。
2母親学級があることを知らなかった。
3前回の妊娠時に受講した。
4仕事のため．
5その他（　　　　　　　　　　）
）
）
今回の妊娠を告げられて不安に思ったことはどのようなことで
したか？　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
何か御意見がありましたらお書きください．
　　　　　（ ）
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